











































た。北米における現代宗教教育学の牽引者の一人、メリー ･ エリザベス ･ モアー
（Mary Elizabeth Mullino Moore）や若者の信仰形成とナラティブ ･ メソッドの












































3　ジェローム S. ブルーナー著 ･ ジャンデヒョン ･ キムギョンス訳『物語づくり―法、文学、人
間の生を語る』（韓国語訳、ソウル：教育科学社、2010 年、130 頁）原タイトル：Jerome S. 



























（1）研究方法論について（グラウンデッド ･ セオリー [Grounded Theory]）
　本研究はマイケル ･ クイン ･ パットンの著書、“Qualitative Research and 
Evaluation Methods”に記述されたグラウンデッド ･ セオリーのガイドラインに
沿って実施された 5。グラウンデッド ･ セオリーはデータ収集、データ分析、理論形





























　本研究は、2014 年 5-6 月の約 30 日間、千葉県印西市に位置する東京基督教大
6　Anselm Strauss and Juliet Corbin, Basics of Qualitative Research (Thousand Oaks, 
Sage Publications, 1998), 12.






一部を観察することを通して、平均年齢 18-19 歳の 23 名の受講生を対象に実施さ
れた。「キリスト教世界観α」は新入生に、基本的なキリスト教の世界観について
様々な角度から考える機会を提供するクラスであり、計 5 人の教員によるティーム
･ ティーチングで教えられている 9。23 名の受講生は、ランダムに 4 つのグループに
分けられ、プロジェクト終了まで同じメンバーでのグループ活動が行われた。この
























10　ここではパットンの purposeful random sampling を採用した。Patton, Qualitative 






① アクティブラーニングに関する内容を、スライドを交えて、約 20 分間説明する。
② 課題に関する説明。オーディオドラマの作り方に関する説明を、音声資料を用
いて約 10 分間紹介する。






















































































































































































































































































































































































































































































































教出版社、1987 年）。原タイトル：James W. Fowler, Stages of Faith: The Psychology of 



























いての考察が起こったのである 16。本研究の研究対象者である 23 名の学生は、全員
16　実存主義哲学の先駆者であるセーレン ･ キルケゴール（Søren Aabye Kierkegaard、1813-




































































18　岡村直樹「ユースの宗教性 ･ 倫理性の発達につながるナラティブ ･ メソッドとその実践」（『キ
リスト教教育論集』21 号、日本キリスト教教育学会、2013 年、7 頁）
キリストと世界　第25号　　徐　有珍
157
てはわからないということである。しかしこのペダゴジーに対する批判のひとつと
して、体系的検証による理論構築の欠如が頻繁に指摘されることがあるにも関わら
ず、ナラティブ ･ メソッドというペダゴジーは宗教教育者が教育の現場で期待する
こと、すなわち、断片的に教えられてきた知識と人生の経験との統合において有効
なものあると言えるだろう。特に本研究の参加者のような特定の世界観を共有する
学習コミュニティーにおいては、全体と部分との調和、理論と実践との調和が強調
されるため、その有用性の幅に広がりを期待することができるのである。
　最後に提言をもって本研究を閉じたい。宗教教育において学習的効果をもたらす
ナラティブ ･ メソッドの核心は、学ぶ者の自主性によって積極的に発揮される想像
力にある。このような点において、ナラティブ ･ メソッドというペダゴジーは、批
評能力を養う必要のある大学の概論過程において、またキリスト教会の青少年教育
の現場において、知識、宗教心、そして人間性の成長をも促す作業としても有効で
あると考えられる。今後、本研究を通して検証された教育コンテキスト以外にも、
持続的研究を通して様々な検証が行われ、個別の宗教教育の現場においてより適切
なナラティブ ･ メソッドの実践がなされていくことを願いつつ、研究者自身も努力
していきたい。
